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 第 2 章では，二価スズイオンと遷移金属イオンを含む二価スズ複合酸化物の第一原
理計算による電子構造が示されている．計算対象とした Sn2TiO4，SnNb2O6，Sn2Nb2O7，
SnTa2O6，Sn2Ta2O7，α-SnWO4，β-SnWO4 について，それぞれ電子状態密度，バンド分
散曲線が示されている．いずれの系もその価電子帯上端がスズの 5sp 軌道，酸素の 2p
軌道を主成分として形成されるという，酸化スズ (II)に類似した電子構造の特徴を備え











ア型 Sn-M-O(M=Nb,Ta)，SnNb2O6，α-SnWO4の 4 種の系のエピタキシャル成長に初めて
成功している．X 線回折測定の結果から，最適な成膜条件で作製された薄膜はそれぞれ
単一の配向面を有し，単結晶基板上に特定の面内方位で成長していることが明らかに
されている．なかでも，パイロクロア型 Sn-M-O および SnNb2O6薄膜は 2θ/θ プロファ
イルにおいてラウエ振動を伴うピークが観察されており，良好な結晶周期性を有する
ことが示されている．加えて，X 線反射率測定および原子間力顕微鏡を用いた表面形状
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の評価から，これらの薄膜は二乗平均表面粗さが 1.0 nm 以下の平坦な表面を有すると
いう結果が得られている．次に，紫外・可視・近赤外分光測定の結果から算出された
薄膜の光吸収係数および光吸収端が示されている．パイロクロア型 Sn-Nb-O，Sn-Ta-O，
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（論文審査の結果の要旨） 































なお，本論文は京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し，公表に際
しては，平成 29 年 3 月 22 日までの間，当該論文の全文に代えてその内容を要約した
ものとすることを認める．  
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